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　このほかオプション機能の一つとし
て業務効率化に役立つのが、今年１月
にリリースした処方箋読取システム

「処方箋リーダー」だ。二次元シンボ
ルがない処方箋でも、ＡＩの力で、印
字された情報を自動的に読み取ってレ
セコンに取り込むもの。手入力の作業
を大幅に削減できる。
　実は、処方箋読取システムの開発は
苦労の連続だった。処方箋様式は多種
多様で、処方箋のどの場所に、どの情
報が、どのような形で記載されている
のかは医療機関によって異なる。旧漢
字、丸囲み数字、全角、半角、和暦、
西暦など文字の様式も千差万別。独特
な改行や空白の使い方をする処方箋も
ある。
　試行錯誤を重ね、医療専門ＯＣＲエ
ンジンにＡＩを組み合わせ、高い読取
り精度と速い学習速度を実現するシス
テムを開発した。主に、どの情報が処
方箋のどこに記載されているのかをＡ
Ｉが的確に判断し、その内容を医療専
門ＯＣＲエンジンが正確に読み取る。
　ＡＩは、１万件以上の処方箋データ
をもとに多様な様式を学習している。
薬局現場での事前設定や登録は不要
で、すぐに運用を開始できる。読み取
れない処方箋があってもＡＩが学習
し、すぐに読取り可能になる。
　二次元シンボルがない処方箋の情報
を手入力する作業負担は大きいが、そ
れを大幅に削減できる。手作業による
入力間違いの抑制にもつながる。
　今回の製品開発を、ＥＭシステムズ
が昨年策定した新たなブランド・ロゴ

「#TX Thanks Transformation」の実現
にもつなげる考えだ。
　#TXは、同社の経営理念を端的で印
象的な言葉に置き換えたもの。「あり
がとう」をキーワードに、社会に貢献
する改革をより一層推進する姿勢を示
した。
　 年 内 発 売 予 定 の「M A P s f o r 
PHARMACY DX」（仮称）によって薬
局ＤＸを推進し、薬剤師や患者の顧客
体験であるユーザーエクスペリエンス

（ＵＸ）を高める。それによって同社
が目指す#TXを実現するという道筋を
描いている。

　背景には、薬局を取り巻く環境の変
化がある。新型コロナウイルスの感染
拡大で社会のデジタル化が一気に進
展。オンライン服薬指導や電子処方箋
などのデジタル対応が必要になった。
投薬後のフォローアップやリフィル処
方箋などへの対応も求められている。
　遠藤氏は「受付から服薬指導、調剤、
配送、フォローアップまでトータルの
管理が望まれる。単にレセコンと電子
薬歴を一体化するのではなく、それを
超えた一体型システムが必要になる」
と話す。
　ＤＸ推進に役立つシステムとして、
大きく三つの方向性を意識している。
各種機能を、▽ユーザーとのつながり
を深める「ＳｏＥ」▽業務の正確性や
継続性を支える「ＳｏＲ」▽分析や洞

察により成長や進化を生み出す「Ｓｏ
Ｉ」――の三つに分け、各領域での機
能拡充を図る方針だ（図）
　この方針のもと、ＥＭシステムズの

「MAPs for PHARMACY」を基盤に、
グッドサイクルシステムが持つ電子薬
歴「GooCo」等の機能を搭載する。単
に上乗せするのではなく、業務を円滑
に行えるように融合するほか、新たな
機能開発にも取り組む。
　システムの機能拡充には外部企業と
の連携も活用する考えで、ＭＡＰｓシ
リーズとのシームレスな連携を可能と
する標準ＡＰＩを開発する。
　國光氏は、「同一のプラットフォー
ムで様々な機能がうまくつながって
動くのが最大の特徴」と強調する。Ｄ
Ｘ推進に加え、業務効率や正確性の向
上、医療の質向上に役立つと期待し
ており、「薬局での働きやすさを改善
し、薬局経営にも貢献すれば良い」と
語る。

　ＥＭシステムズが2019年にリリー
スした「MAPs for PHARMACY」をリ
ニューアル。ゼロベースで作り上げた
業界初のクラウド型レセコンを基盤
に、グッドサイクルシステムが持つ電
子薬歴の機能やノウハウを融合するほ
か、製品コンセプトを一新して開発を
進める。
　薬局の業務推進に必要な全ての機能
を盛り込み、各機能をうまく連携させ
てＤＸを後押しするのが狙い。既存
ユーザーは現行製品の使用を継続する
か、ＤＸにバージョンアップするかを
選べる。利用料に大きな変更はない。
　両社は昨年３月に業務提携を締結。
連携を深めるためＥＭシステムズが今
年１月、グッドサイクルシステムの株
式を追加で取得し所有割合を38.85％
とし、持分法適用関連会社にした。
　レセコンを起源に発展しトップシェ

アを誇るＥＭシステムズと、評価の高
い電子薬歴を提供するグッドサイクル
システムという各領域の強者が手を結
んだのはなぜなのか。
　ＥＭシステムズの國光宏昌社長は

「ＩＴベンダーが個々にシステムを提
供しても、連携が不十分であれば、ユー
ザーにとってハッピーではない。良好
な補完関係にある私たちが一つのシス
テムを提供することで各機能がうまく
連携し、ユーザーのＤＸ推進に役立つ
と考えた」と語る。
　グッドサイクルシステム社長でＥＭ
システムズ上席執行役員を務める遠藤
朝朗氏は「当社のユーザーから『両社
のシステム融合が進めば業界の中で一
番』と聞くことがあった。業務提携を
締結し検討を進めた結果、深い関係に
なり、より良いものを開発することに
なった」と振り返る。

薬局現場のＤＸ推進を支援

　ＥＭシステムズはグループ会社のグッドサイ

クルシステムと共同で、薬局向け業務支援シス

テム「MAPs for PHARMACY DX」（仮称）の開

発に取り組んでいる。両社の強みやノウハウを

持ち寄り、レセコンや電子薬歴の枠を超えたク

ラウド型の「オールインワン・ファーマシープ

ラットフォーム」として確立する。急激な時代

の変化に対応するため、薬局システム業界で実

績のある両社が手を結んだ。年内の発売を目

指しており、薬局現場でのデジタルトランス

フォーメーション（ＤＸ）推進に役立ててもら

いたい考えだ。

　新たに開発する機能の一つが「処方
箋集中受付」。クラウド型レセコンの
利点を生かし、処方箋入力作業をどこ
でも行えるようになる。センターで集
中的に入力したり、各店舗間で入力作
業を分担したり、在宅勤務で入力した
りするなど、様々な運用が可能だ。業
務の効率化や人件費の合理化につな
がる。
　電子処方箋やオンライン服薬指導等
への対応など、複雑化する薬局業務を
分かりやすく管理できる機能も開発す
る。さらに、処方箋受付時の先確認を
実施しやすい仕組みも整備する。
　医薬品発注業務は、薬歴情報と人工
知能（ＡＩ）の活用で合理化する計画
だ。電子薬歴に記載された次回来局日
の情報をもとにＡＩが最適な医薬品発
注点を提案。本部主導の発注管理が実
現し、薬剤師が対人業務に費やす時間
を確保できる。
　薬剤師の対人業務の実践に向けて、
処方内容をもとにどのような服薬指導
を行うべきか、何をフォローアップす
べきかを支援する機能を拡充する。
　検査値をもとに最適な投与量や禁忌
などを自動的にチェックする機能も盛
り込み、リフィル処方箋への対応を後
押しする。
　電子薬歴と患者のスマートフォンを
連携する機能も搭載する。ＬＩＮＥな
どで患者にＵＲＬを送信し、必須確認
事項を入力してもらうと、それが電子
薬歴の下書きに反映される。この機能
は先確認からフォローアップまで広く
活用できる。
　チャット機能の開発にも取り組む。
薬剤師と事務員間のチャットで情報を
共有するなど様々な活用が可能。セ

キュリティが確保された
チャット機能はＤＸ推進
に役立つ。電子薬歴がｉ
Ｐａｄで使えることで、
ＰＣに比べ安価な費用で
薬剤師が１人１台携帯端
末を保有できる。ｉＰａ
ｄはオンライン会議やド
キュメント共有、ｅ–ラー
ニング、チャットなどに
も使える。遠藤氏は「１
人１台の端末保有がＤＸ
推進の第一歩とも言え
る」と話す。
　対人業務実践や薬局経
営に役立つデータ分析
ツールも拡充する考え
だ。この分析ツールを使
えば、複数の医療機関を
受診し処方箋を持参する
患者のうち、かかりつけ
薬剤師指導料を算定して
いない患者の一覧を表示
するなど、必要なデータ
をすぐに取得できる。

國光氏

遠藤氏

三つの方向性で各種機能を搭載する

ＥＭシステムズ　システム刷新、年内に発売

同一基盤に各種機能を搭載
レセコン、電子薬歴の枠超え

時代の変化見据えた機能
対人業務の充実を視野に

処方箋読取、ＡＩが自動化

（全面広告）


